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↑

ジブチにおける難民支援プロジエ･ｸ:ﾄ

ＡＭＤＡジブチプロジェクトのスタッフ

アリアデ難民キャンプ　↓

アラウサ・トランジット・キャンプ

難民キャンプ内の人々

難民キャンプ内ＡＭＤＡ診療所

↑

ホルホル難民キャンプ　↓
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ＡＭＤＡ高校生会：

スリランカ支援募全活動

◇イラン南東部大地震緊急救援活動　…………………………

◇AMDAの緊急救援活動………………………………………

◇サハ共和国副大統領の日本訪問報告　………………………

◇ジブチ

◇AMDA
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９

１３

１４

１５

１６

◇ヤダナウーちゃん闘病日誌…………………………………

◇寄付者名簿　……………………………………………………

◇事務局使
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　表紙の写真

　　　　　ジブチ：難民支援プロジェクト

　　　　　　　　　　水を待つ子ども

　1993年、ソマリア難民緊急敦援活動開始以来、約10年限、

ジブチ国内にある約22､000人のソマリア、エチオピア難民が

暮らす２ヶ所（アリアデ､ホルホル）の難民キャンプでＡＭＤＡ

は医療支援活動を行っています｡数年前より新たに設けられた

アラウサ・トランシット・キャンプでも、医療支援活動を開始

しました。

　8､500人が暮らすアラウサ・トランシット・キャンプには水

道が４ヶ所あるだけで､難民は黄色いポリタンク（ここではジ

ェリーカンと呼んでます）を持って、水を取りにいきます。こ

の日は､たまたまポンプが故障してしまったため､ポリタンク

の長い行列ができてしまいました。

イーバンク銀行からご寄付

いただけるようになりました

　この度ＡＭＤＡはイーバンク銀行

（http://www.ebank.co.jp）に口座を開設しま

した。イーバンク銀行に口座をお持ちの方は、

１数料無料でＡＭＤＡにご寄付いただけます。

　詳しくはＡＭＤＡホームページ

（http://www.amda.or.jp）をご覧ください。

書き損じﾊｶﾞｷを集めています

＊書き損じのハガキ、未使用の切手・ハガキ、

　各種プリペイドカード等がありましたら

　AMDAにお送り下さい。

＊使用済テレホンカードは収集しておりません。

【送り先】岡山市楢津310-I　AMDA事務局

※お問い合せは、TEL　086-284-7730

　　　　　　　　FAX　086-284-8959

ｊﾙ井)/X､/θμ削�2θθ4.4　1



ＡＭＤＡ緊急救援レポート

イラン南東部大地震をふりかえって
　　　　　　一私の緊急救援－

若人ホーム舞浜倶楽部看護課主任　AMDA登録看護師

　職場がおI日1休みに入った初日の

12月27目、前出よ勤め先の大納会だ

ったので､少し朝寝坊をして朝刊に目

を通しました｡そこで初めて26出ニイ

ランで地震が発生したことを知りまし

た。ＡＭＤＡは緊急救援するのだろう

か？本部の佐伯さんと電話で話をして

から24時間後には､手続きのため広尾

のイラン大使館にいました。

　払の夫はテレビカメラマンであり、

夫自身もサハリンの地震､ホンジュラ

スのハリケーン被害やトルコの地震の

ときに取材に出ています。その大が、

［すごく緊張しているんだろう？］と

心配そうに占うのです。私は

特に緊張をしていたわけでは

ありません。ただトルコでの

活動を思い出しながら、海外

旅行の時よりは慎重に必要な

ものを準備していただけでし

た。夫は自分がホンジュラス

で経験した交通事故を思い出

していたようです。

出発前に私は、勤務先で参

　被災地は高速道路や鉄道の倒壊によ

り、交通が寸断されており、建物が火

災で焼失していたため、トルコ、イラ

ンと比べると、状況は一番悲惨でし

た。また、被災した人々は、学校の校

舎、教室、公民館などで生活していた

ため､プライバシーは保たれていない

と感じました。

　トルコ大地震のとき（1999年）は、

わたしはＡＭＤＡに初めて参加しまし

たが、すでに1次隊が診療のベースを

作っていたので、私たち2次隊は新た

な情報収集をしなくても活動に入るこ

占村　由香

巡回診療はスムーズに行え､患者の中

には日本からの医療チームに見てもら

いたいという人もいて､よく混雑しま

した。それだけでなく、被災者の多く

は､私たち日本人を見かけると、支援

物資の食料やチャイを振舞ってくれた

ことが忘れられません。また、巡回診

療に訪れたところの村人はパン､オリ

ーブ､チーズの昼食をご馳走してくれ

ました。トルコの人々は本当に親目的

だと実感しました。

　また、今回のイランもそうでした

が、トルコでの被災者も診療の場で被

災したときの様子をよく話しておられ

　　　　たことが、けっして被災した

　　　　ときの様子を語ろうとしなか

トルコ共和国西部大地震緊急救援活動（右から２人目　筆者）

った日本の被災者の方々とは

対照的で、たいへん強く印象

づけられています。

　さて、今回のイラン大地震

は、これまでのなかで最小の

人数(4人)のチームで活動し

ました。一緒に活動したメン

バーを是非紹介したいと思い

加した阪神大震災や初めてＡＭＤＡに　　とができました｡山村の集会場での診　　ます。

参加したトルコ地震の活動経験がどう　　療所、医療テント、巡回診療、学校の　　　パレスチナやアフガニスタンで活動

役立つかを考えました。

　阪神大震災のとき（1995年）は、勤

務先の病院が救援チームを組み、５日

目のチームとして､病院から長田区の

高校に派遣され､教室を借りての診療

活動でした。

　このときの患者の特徴としては､避

難生活の疲れや季節的なものもあり、

発熱､咳、頭痛など感冒症状が多かっ

たようです｡診療所には長い列ができ

て混雑しましたが､高校生ボランティ

アの協力により機能的なシステムがで

きました｡診察希望者から氏名､年齢、

主訴を間いてもらい､作成した診療ノ

ートに記入し､内科系患者には体温測

定までを行ってもらいました。このボ

ランティア学生さんのおかげで､医師

はすぐに診察に取り掛かることがで

き､大勢の患者の待ち時間を少なくす

ることができました。

2　λ/附)z□θ£1り1�2θθ4.4

校舎での臨時診療所と様々な場所での　　経験のある細村医師は､豊富な知識と

活動が設けられていました。　　　　　　落ち着いた姿勢で､常にできる限りゆ

　私が担当したのは、このうち医療テ　　っくりと患者さんを診察していまし

ントと巡回診療でしたが､患者の特徴　　た。物静かですが、ユーモアのセンス

としては日常の診療を受けられなくな　　も持ち合わせ、またイラン人通訳の途

った人が集まり、血圧だけを測ってほ　　切れのないおしやべりにもいやな顔を

しいという人も多くいました｡高血圧　　せず付き合っていました。

や糖尿病の人が多かったのは､食生活　　　調整員の佐伯さんはイスラム圈での

が原因であろうということが一目瞭然　　活動が豊富なため、イランでの生活習

でした。トルコでの活動は日本､海外　　慣にも梢通していました。私は挨拶、

の医療職･調整員･通訳を含めると14、　名前や年齢の聞き方など簡単なペルシ

５人の多国籍チームでした。人が多い　　ャ語を教わり、滞在中現地でのあらゆ

分､一人一人が担う作業もそう多くは　　ることをサポートしてもらいました。

ありませんでしたが､人数が多くて足　　また､薬の知識や心的外傷を負った人

並みがそろっていなかったことも事実　　々への対応にも詳しく、私よりも若い

でした。　　　　　　　　　　　　　　　のに頼もしい限りでした。

　トルコでは､幹線道路の寸断は一部　　　パキスタンから合流した小西さん

には見られましたが、イスタンブール　　は､持ち前のキャラクターで場を和ま

から被災地であったイズミット、ギョ　　せ、移動や活動で疲れた皆をホッと

ルジュクまでの道のりには影響なく、（？）させてくれました。私が20年以

　－や

今



-

上使っていた爪きりが壊れたときもす

ぐに修理をして「あと20年は使える

よ」と太鼓判を押してくれました。

　このように頼もしくて楽しいメンバ

ーの中で､私は自分自身の役割につい

て考えました｡少ない人数で活動する

ので、決して無駄な動きはできませ

ん｡そこで､私は自分自身の役割を､①

必要物品を的確に選択すること。②器

械･器具が使いやすいように徹底的に

整理をすること。③薬の整理・保管を

すること｡④毎日の受診患者の傾向を

チェックすること、としました。

　処置に必要な機械類はテヘランで協

力してくれているマザヘリ医師から借

用しましたが､消毒をどうしようかと

考えました。幸いなことにイランで

は､一一般の薬局で96％のエタノールが

手に入ったので、タッパを購入しエタ

ノールの中に浸して消毒をする方法を

とりました。タッパは数個用意をし

て、使いかけの薬を入れておくもの、

テープ・はさみ･衛生材料を入れてお

くもの、体温計・舌圧子・ペンライト

を入れておくものなど用途別に分けま

した。イソジン綿球やアルコール綿

は、日本から持参したジッパー付ビニ

ール袋を使って作りましたが､小さい

タッパを使用したほうが便利であった

と思います。医療施設と違って、在宅

介護や私が働く高齢者施設の場合は身

近にある材料を使用します｡海外での

緊急救援の場合も現地で手に入る材料

で十分にまかなえると思います。

〃。　実際に巡回診療が始まると､疾患の

　　傾向や必要なものが見えてきたため、

　　買い足すのは容易でした。ただ、電子

　　体温計･ペンライトやはさみは機能や

　　耐久性を考えると、日本から持参した

　　ほうが良かったかもしれません。

　　　　巡回診療を開始したのは地震から約

　　一一週間が経過していたので､予想通り

　　第一一次の救急処置は行われていまし

　　た。ただ、普段ならありえないような

　　縫合の仕方や､汚い傷をそのまま縫合

　　したものや､継続して処置を行ってい

　　ない人がほとんどで､抗生物質を投与

　　しなければならない患者さんが多くい

　　たのが実状でした。

　　　　患者総数は300人余り、男女比では

　　男性患者が60％と多かったです。ま

　　た、15歳以下の子供は約15％でした。

　　疾患の傾向としては､予想に反するこ

　　となく、外傷、呼吸器系疾患・感冒と

不安・不眠が多く見ら

れました｡内訳は､呼吸科ぶし/こ。lﾀﾞＷいよ、呼[既１

器系疾患・感冒が約48 F

％、地震による外傷が

約14％、不安・不眠を

訴えたため薬を処方し

た患者が約16％で、残

りは高血圧や内分泌系

の慢性疾患、あるいは

慣れないテント生活か

らくる体の痛みなどで

した。

　印象に残った患者が

何人かいました。一人
イラ

ドじ

ン南

はマリアムちゃん、なんと地震の５時

間後に生まれたそうです｡初日は右目

に炎症が見られ､臍が少し汚いくらい

でした｡数日間診察を継続していく中

で､マリアムちゃんの愛らしい姿は被

災した人々に生きる希望を与えていた

ような気がします｡彼女はスクスクと

確実に、たくましく育っていました。

　もう一人は､30歳台の男性です。た

の肩が痛いといって受診してきまし

た｡見たところ左の肩関節は確実に脱

臼していて､背部には数ケ所の擦過傷

がありました｡被になぜ病院に行かな

かったのか聞いたところ、「家族や近

所の人達の救援のために病院に行って

いる暇がなかったＵとのことでした。

　今日本の大都会で災害が起こった場

合､隣人さえ知らない私たちは､お互い

に助け合うことができるのでしょう

か？

　今回もたくさんの人々に出会いまし

た｡テヘランの開業医マザヘリさんは

器械･器具の提供だけではなく、現地

での協力者をたくさん紹介してくれま

した。

　ケルマンの薬局で薬を仕入れていた

とき、日本語で話し掛けてくれたレザ

さんは東北大学大学院に留学中で､今

回の地震で親戚が亡くなったために帰

国中でした。滞在期間が少ない中で、

貴重な一一日を私たちの通訳として費や

してくれました。

　また、巡回診療中に「自分の患者が

きているので心配して」と言い４日間

にわたって手伝ってくれた､地元バム

の開業医デリジャニさん､通訳のマフ

ムウドさん、「知り合いを通じて

ＡＭＤＡを知った」と参加してくれた理

学療法士のマリアムさん､別れ際に彼

東部大地震緊急救援活動（前列右　筆者）

　らが皆同じようにごったのは、「私だ

　ちイラン国民のために､遠い日本から

　来てくれてありがとう」という言葉で

　した。中でも、マリアムさんはメディ

　アのインタビューで､ＡＭＤＡの活動に

　ついてどう思ったか？との問いに、

　「ほかの国や大きな団体は、たくさん

　の設備を持ってきていますが､患者か

　ら訪ねていかなければなりません。し

　かし､ＡＭＤＡは自分達から進んで貧し

　い地域を回り、診療を行い、このよう

　なチームは見たことかありません｡す

　ばらしい活動だと思います｡」と答え、

　また､バムの人々は今後どうなってい

　くと思うか？に対しては、「バムには

　歴史もあり､人々は昔から､デイズ（ナ

　ツメヤシ）を育て生活してきました。

　イラン政府もしっかりサポートすると

　言っています。ですから、必ずバムの

　人々は新しい町を作り、復活すると思

　います｡」と答えました。イランの25

　歳の女性は本当にしっかりとしていま

　した。

　日本の友人だちからは､なぜ災害地

や人の行かないところにいくの？と今

回もよく質問されました。きっかけは

…と普段とくに考えていませんが､確

かにきっかけはありました｡看護師に

なって10年くらいたった頃のことで

す。将来の夢を語りながらも、それが

かなわぬまま血液疾患（白血病・悪性

リンパ腫）で亡くなっていった多くの

若者たち、「小さい子供を残しては死

にたくない」と言いながら亡くなって

いった母親､妊娠中に白血病と診断さ

れ、治療により子供を死産した母親、

「私が死んだらきれいに化粧をしてね」

と言い､亡くなっていった19歳の女の

子…、それから友達だった篠原明医師

　　　　　　　　/4財政4jθ心胆7/ 2θθ4.43
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の死…彼の「」ぐせは「体が動くうちは

外（海外）に出て働く（活動する）」で

した。この人達は私の人生観や看護観

に大きな影響を与えました｡そして払

は、白分か健康でいられるうちは、ど

こにでも出かけて行こうと思うように

なりました。

　周囲の人からは、よく「すごいこと

しているね」と討われますが、払白身

はすごいことだとは思っていません。

確かに私も自分白身がＡＭＤＡで活動

するまでは､新聞やテレビで活動する

人を見てそう思っていました。しかし

自分が実際に行ってみると、これって

電車やバスの中で席を譲るときに似て

いるのかな？と…｡お年寄りに席を譲

るとき､断られたらと思うと少しドキ

ドキしませんか？でも「どうぞ」と声

をかけ､［ありがとう］と言ってくれる

と、ホッとして安心します｡席を譲っ

てよかったなと思い､次は少しスムー

ズにできるようになります。まさには

じめの一一歩を踏み出すことが大切だと

思います｡席を譲るのも被災地で活動

するのも…｡会社の同僚が､|お年寄り

と一緒に近所のごみ拾いなどの活動が

したい」といっています。まさにそれ

と同じです､ただ活動場所がご近所か

遠くの被災地かの違いだけです。

　以前､元国連事務次長の明石康氏が

「違いを愛する心を持つことが大切だ」

と、新聞のインタビューで答えていま

した。災害はどこにでも起こりうるこ

とです。いつ・どこで・誰が被災者に

なるかもしれません。そんな時、知ら

ない人だから、知らない国だからとい

っていたらどうなるでしょう？違いを

受け入れ､お互いを認め合えば何の問

題もないのではないでしょうか。

　今回地震があった古都バムには､ア

ルゲ･バムという最も古い部分は2000

年以上も前に住設されたお城がありま

した｡その歴史的財産が地震によって

一瞬のうちに失われたのです｡そこで

暮らす人々は、家族を失い、資産を失

い､そして町のシンボルであったアル

ゲ・バムを失ったのです。当分は生き

る希望が持てず途方にくれることでし

ょう。そんなときだからこそ、払は被

災地に向かうのだと思います。

　阪神大震災、トルコ大地震、そして

今回のイランでの活動を通して､私は

自分自身がなぜ被災地に出向いていく

のかやっとわかりました。

　人は自分の存在を他の人に認めても

らうことで､生きていることを実感で

きるのではないでしょうか｡何もかも

失った被災地へ行き、そこで人々に触

れ､今あなたはここで生きているのだ　●｀

と言うために私は行くのだと思います。

ＡＭＤＡインドネシア支部の緊急医療支援活動２

‥ ． 　 　 　 　 　 　 　 　 ｌ ． ． 　 ． ｋ ． ．

　 　 　 ・ 　 　 　 　 ． ． ． ･ ･ - ･ ･ ｀ , ． ． ・ 四 ．
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　12月26目、イラン南東部での地雲発生直後、ＡＭＤＡ　イ

ンドネシア支部長Dr.HusniTanraはUsufukara福祉吉夫匝

に電話で緊急救援隊の出動を要請した。

　当初Usufukara大臣は、インドネシア国内で洪水や山崩れ

等の自然災害が多発していたため､イランに救援隊を出すこ

とに対して消極的であったが､最終的には出動を許可。

　ＡＭＤＡインドネシアのDr.ldrus Paturusiを含むインド

ネシア政府の先発隊が､12月30日、テヘラン入り。在イラン

インドネシア大使　Ambassador Basri Hassanuddin に出

迎えを受け、現地での活動について打ち合わせをした。

　その結果、インドネシア軍、赤十字、ＡＭＤＡインドネシ

ア支部、Ｍｅｒ-Ｃ（ＮＧＯ）で60名の救援隊を編成し、１月３日、

軍用機　Herculesでケルマン州ジロフ（Jiroft）に到着。

ＡＭＤＡインドネシア支部からは、ﾄﾞ記医師が参加。

　　Dr.ldrus Paturusi　　　（整形外科医）

　　Dr.Alamsyah　　　　　（麻酔医）

　　Dr.Nuralim　　　　　　（胸部外科）
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　ジロフには多くの被災者がバムから避難していた。

インドネシア救援隊は野戦病院を設置し、手術を含む

治療を1､520人に実施。地震後のトラウマに苦しむ患

者のフォロー､避難キャンプでの衛生および健康管理

等についての指示も行った。ジロフには他の救援隊が

入っていなかったため、また完全な無料診療(薬も含

む)たったことから、予定数をはるかに超えた患者数

だった。最初の一週間は来院患者の60％が被災者、２

週間目からはジロフの住民が増えた｡疾患の殆どが呼

吸器系の炎症､下痢､および災害後トラウマであった。

３週間目からはバムヘ移動し、一週間で330名の患者

を診た。

　主にケルマン州バムおよびバムから南西60kmに位

置するジロフで医療活動とその他救援活動を実施、１

ヶ月におよぶ救援活動を無事終ｒし、２月４日に帰国

した。
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AMDA緊急救援活動の歩み

1984

1991

(緊急救援活動の期間は通常数週間から１ヶ月間位)

8

∠L

AMDA（アジア医師連絡協議会）設立

クルド湾岸戦争被災民救援プロジェクト開始

1991年６月

　クルド湾岸戦争被災民救援プロジェクト

　湾岸戦争の被災民となったイラク北部のクルド人

約200万人は難民となってトルコとイランに流出し

た。イラン西部バクタラン州にある避難民キャンプ

において保健衛生教育を中心とした救援活動を実施。

1992　　1　　フィリピン・ピナツボ火山噴火被災民救援

　　　　　　　フロジェクト開始

　　　　３　　エチオピア・チグレ州難民医療支援ブロジェク

　　　　　　　ト開始

　　　　５　　バングラデシュ・ミャンマー難民医療支援

　　　　　　　フロジェクト開始

　　　　５　　ネパール国内ブータン難民医療支援ブロジェク

　　　　　　　ト開始

1992年５月

　　ネパール　ブータン難民緊急医療救援

　　プロジェクト

　ブータン王国の民族主義政策により、ネパール語

系住民が迫害を受け、東ネパールに流出。ダマック

市のブータン難民キャンプにて医療活動を実施。こ

の活動はブータン難民キャンプPHCプロジェクトと

して現在も継続中。

ワ
カンボジア難民本国帰還緊急対応支援

プロジェクト

1992年７月

　　カンボジア難民本国帰還緊急対応

　　医療プロジェクト

　タイ国境の難民キャンプに住んでいた約37万人

のカンボジア難民がカンボジアに帰還。コンポンス

プー州において帰還民への巡回診療や予防接種､保

健衛生教育を実施｡地域保健医療活動として現在も

継続中。

12　インドネシア・フローレス島津波被災民救援

　　　医療プロジェクト開始
1993　　1

　　　　　　　4

７

ソマリア難民緊急救援医療プロジェクト開始

バングラデシュサイクロン緊急救援

プロジェクト開始

ネパール・バングラデシュ犬洪水被災民

緊急救援医療プロジェクト開始
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1994年４月

　　　ルワンダ難民緊急救援プロジェクト

　民族紛争から大量虐殺へと発展し､死者は５０万人

にも及んだ｡難民となった人々は隣国である、ザイー

ル、ウガンダ、タンザニアなどに流出した｡ＡＭＤＡは

ザイール（180万人）やルワンダ国内（3万人）の難

民キャンプにおいて医療活動や救援物資配布を実施。
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AMDA緊急救援活動の歩み

　　　　10　　インド西部大地震被災民緊急救援

　　　　　　　リハビリテーションプロジェクト開始

199∠1　　2　　インドネシア・スマトラ島南部地震救援

　　　　　　　医療プロジェクト開始

　　　　２　　モザンビーク・ガザ州帰還難民緊急救援

　　　　　　　医療プロジェクト開始

　　　　５　　ルワンダ難民緊急救援医療プロジェクト

　　　　　　　開始

1995　　1　　阪神淡路大震災緊急救援プロジェクト開始

1995年１月

　　阪神淡路大震災緊急救援プロジェクト

　１月17目地震発生の翌日、神戸市に入り、長田区

役所を拠点とし、巡回診療や仮設診療所での診療活

動や生活支援物資の配布を実施。

２

５

ロシア

ロシア

開始

チェチェン緊急医療プロジェクト開始

サハリン大地震緊急救援プロジェクト

1995年５月

　　　サハリン地震緊急救援プロジェクト

　５月27目に発生した地震の被災者に対し､医療救

援活動を実施。医薬品や生活救抜物資輸送の際に

は救援機をチャーターし、1050Kgの物資積み込み

岡山空港を出発した。

ワ

９

10

アンゴラ帰還難民緊急救援プロジェクト開始

朝鮮民主主義人民共和国緊急救援プロジェクト

開始

インドネシア・スマトラ島大震災緊急救援

プロジェクト開始
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　　　　10

　　　　11

1996　　1

１

２

メキシコ大震災緊急救援プロジェクト開始

フィリピン台風被害緊急救援プロジェクト開始

インドネシア・中央スラウェシ島地震救援

プロジェクト開始

ボスニア帰還難民救援プロジェクト開始

中国雲南省大震災緊急救援プロジェクト開始

1996年２月

　　中国雲南省地震緊急救援プロジェクト

　２月３日発生した地震では死者200人､負傷者1万

３千人と言われた。被災者への医療救援活動と共

に､救援機をチャーターし、医薬品や生活救援物資

16トンを輸送、配布した。

２

２

３

　∠1

　5

　ワ

10

　　　　１１

　　　　１１

１９９ﾜ　　１

1998

１

３

５

５

　9

11

12

１２

　１

　２

　４

　５

中国西川満雪害緊急救援プロジェクト開始

インドネシア・ビアク島大震災緊急救援

プロジェクト開始

中国新値ウイグル白港区地震緊急救援プロジェ

クト開始

レバノン被災民緊急救援プロジェクト開始

バングラデシュ竜巻緊急救援プロジェクト開始

中国喪州満天洪水緊急救援プロジェクト開始

メコン川流域大洪水被災者緊急救援プロジェク

ト開始

ケニア赤痢緊急支援実施

インドサイクロン緊急救援プロジェクト開始

マレーシア国サバ州洪水緊急救援プロジェクト

開始

福井県三国町タンカー重油流出事故救援プロジ

ェクト開始

イラン震災緊急救援プロジェクト開始

イラン東部地震緊急救援プロジェクト開始

バングラデシュサイクロン緊急救援プロジェク

ト開始

インドネシア地震緊急救援プロジェクト開始

ベトナム台風緊急救援プロジェクト開始

カンボジアプノンペン市内火災緊急救援

プロジェクト開始

ソマリア南部大洪水緊急救援プロジェクト開始

中国河北満地震緊急救援プロジェクト開始

アフガニスタン震災緊急救援プロジェクト開始

朝鮮民主主義人民共和国救援物資支援実施

ボリビア震災緊急救援プロジェクト回始

ｆ

ｆ
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1999

６

６

｢ｱ

　９

１１

　１

　４

インドサイクロン援助物資空輸

サハ洪水被災者救援緊急物資空輸

パプアニューギニア津波災害緊急救援プロジェ

クト開始

バングラデシュ洪水緊急救援プロジェクト開始

中米ハリケーン緊急救援プロジェクト開始

コロンビア震災緊急救援プロジェクト開始

コソボ難民支援緊急救援プロジェクト開始

1999年４月

　　　コソボ難民支援緊急救援プロジェクト

　民族紛争によりコソボ自治州に住むアル八二ア系住

民が隣国アルバニアヘ流出｡アルバニアにおいて巡回

診療を実施｡さらに帰還を開始した難民と共にコソボ

自治州に入り、医療支援活動を継続。この際、対立す

るセルビア系住民に対しても同様に支援を行い、

ＡＭＤＡの医療和平プロジェクトとしての活動に移行。

４

８

９

９

１１

１１

１１
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2000　　3

９

2001　　1

１

６

　９

１０

2002　　2

　　　　　　2

　　　　　　ツ

マレーシア感染症緊急救援プロジェクト開始

トルコ共和国西部大地震緊急救援プロジェクト

開始

東ティモール避難民緊急救援プロジェクト開始

台湾大地震緊急救援プロジェクト開始

インドサイクロン緊急救援プロジェクト回始

ベトナム大洪水緊急救援プロジェクト開始

トルコ（ドゥズジェ）大震災緊急救援プロジェ

クト開始

ベネズエラ大洪水緊急救援プロジェクト開始

モザンビーク大洪水緊急救援

プロジェクト開始

カンボジアメコン川大水害緊急救援プロジェク

ト開始

エルサルバドル大地震緊急救援

プロジェクト開始

インド西部大地震緊急救援プロジェクト回始

ミャンマー中部メッティーラ洪水緊急救援

プロジェクト開始

米国同時多発テロ被害への緊急医療支援活動開始

パキスタンにおけるアフガン難民への緊急医療

活動開始

コンゴ火山噴火避難民緊急救援活動開始

インドネシア洪水緊急救援活動開始

アフガニスタン支援活動開始

（アフガニスタン・カンダハル州）

2001年１月

　インド西部地震緊急救援プロジェクト

　日本、ネパール、インドからなるAMDA多国籍医

師団による医療支援を実施｡仮設診療所において被

災者を診察｡救援機をチャーターして医薬品や救援

物資、さらにはパワーショベルを岡山空港より輸送。
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2001年10月～

　　パキスタンにおけるアフガン難民支援

　　緊急救援プロジェクト

　ニューョーク同時多発テロに端を発したアメリカ

のアフガニスタン攻撃以来、パキスタンに流入した

アフガン難民に対する医療支援活動を開始､継続中。

現在もキャンプ内の基礎診療所を中心に医療活動や

保健衛生や母子保健教育、重症患者の搬送とフォロ

ーアップシステムの運営を行っている。

2003　　2

2004

３

５

５

５

ワ

12

中国西部（新疆ウイグル自治区）地震緊急救援

プロジェクト開始

イラク緊急救援開始

ケニア洪水緊急救援プロジェクト開始

アルジェリア地震緊急救援プロジェクト開始

スリランカ洪水緊急救援プロジェクト開始

バングラデシュ洪水緊急救援プロジェクト開始

イラン南東部大地震緊急救援活動開始

イラク南部復興支援プロジェクト（予定）

　昨年６月にイラク･バグダッド及び南部バスラヘ調査

に入り、南部での水の供給・保健衛生教育・診療所支援

等の医療支援を決定。

　実施に向けて準備を進めており、現在イラク国内の

情勢を見守っている。
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サハ共和国副大統領の日本訪問

AMDA海外事業本部　山上　正道

　1川16目の17時にホテルニューオー

タニで、サハ共和国訓大統領の

Mr.Alexander K.Akimovとサハ国立医

療センター長Dr.Mikhaill.Tomskyに

会う令となった。

　副大統領側より、まず洪水時の緊急

救援に対する御礼があり、その後、サ

ハ共和国の医療サービスと今後の課題

が説明された。

　その課題とは北部地域の医療サービ

スについての事であった｡少数民族が

点在して住む北部の広大な土地にクリ

ニックはあるが､設備も人材も不足し

ている。また北部の少数民族は主に漁

業､狩猟などで自給自足に近いの生活

を送っており、自然の恵みを求めて移

動しながら生活をしているので､クリ

ニック周辺に居住するとは眼らない。

このような状況ではﾄ分な医療サービ

スを受けることができない現状があ

る。

　サハの北部は永久凍上だが夏場に解

一

一

・
Ｊ
Ｉ

罫

ける事により地表の高さが変わ

り、道路を作ってもその年で壊

れてしまうので、移動手段は飛

行機(小型プロペラ機)に頼る事

になる。飛行機を使った巡回診

療およびクリニックヘの機材、

設備導入、人材育成とクリニッ

｛　Ｑ

．　　　　　．㎜．．･

/¬N

クを拠点とした村々への巡回診　左ょり筆者､サハ共和国訓大統領､サハ国立医療センター長

療が必要となっている。

　現在この少数民族は10万人弱いる

が年々減少傾向にあり、滅びてしまう

かもしれない危機感もある。このよう

な現状からＡＭＤＡに北部地域医療サ

ービス向上のための協力要請があっ

た。

　副大統領は最後に是非1度視察に来

てほしいと占っておられ､時期として

は３月、４月が白夜の時期でとても美

しく、サハに訪問するならこの季節が

一番良く、冬は寒さが厳しいので訪問

には適さないのが12月で、１月にはオ

ーロラが見えるとの事たった。

1996年７月　AMDAはサハ共和国に対して、UNV（国

　　　　　　　連ボランティア計画）と協力して日本人医

　　　　　　　帥2名を派遣し医療技術協カプロジェクト

　　　　　　　を実施

1996年11月　サハ共和国からの研修医を受人れて医療

　　　　　　　専門技術研究プロジェクトを実施

1998年６月　サハ洪水被害被災者救援緊急物資空輸

1998年６月～11月　日本人医師１名を派遣　現地病院

　　　　　　　　　　で医療協力

　副大統領と会った次の日に､永久凍

上から発見されたマンモスを日本で展

示すると言うニュースがTVから流れ

ていた。

　白夜とオーロラがありマンモスも出

土する、不思議な魅力がある国だと感

じた。また、サハ共和国の酋部ヤクー

ツクは日本と時差がなく、新潟から飛

行機に乗りハバロスクで1回乗りかえ

るだけで行く事ができる｡今まであま

りなじみのない国であったが､今回を

期に興味が沸いてきた｡機会があれば

足非行ってみたいと感じた。

｜

１

１

－
－

｜

｜

｜

－
－

｜

｜

　ＡＭＤＡは、サハ共和国に対して、1996年7月

よりＵＮＶ(国連ボランティア計画)と協力して

日本人医師2名を派遣し医療技術協カプロジェ

クトを、さらに同年11月よりサハ共和国から

の研修医を受け入れて医療専門技術研究プロジ

ェクトを実施しました。また1998年６月には、

サハ共桐玉Iの大河レナ川とアルダン川での雪解

け水による洪水被災者に衣類約1トンを救援物

資として輸送しました。なお、同年6月から11

月には、日本人医師1名がサハの病院で医療活

動を行いました。

●

ｆ
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ジブチ報告

　　　　　　　　　NGO支援無償資金協力
ポール･フォール結核病院　衛生環境改善事業

　知合いの３歳の白兵が、先日結核で

亡くなった。ポール・フォールに入院

していたという。

　あまり裕福でないこの家族は､父親

が殼初に結核になり、その後母親に感

染。２人は治療を終え今は元気に生活

しているが､子供が犠牲になってしま

った。結核はいまだ身近な病気である。

　　　ジプチでは結核の予防接種（BCG）

　　を無料で受けることができるが､診及

　　率はあまり高くない｡様々な試みが実
一｀　施され改善されてはきているものの、

　　知識がない､近くにヘルスセンターや

　　クリニックがない、フォローアップが

　　されていない､予防接種を受けていて

　　もワクチンの管理状態が悪く効果が得

　　られないなどの原囚により、伸び悩ん

　　でいる。

　　　また､結核は非衛生な過密住宅等で

　　の感染率が高く、貧困との関連は否定

　　できない｡乳幼児の栄養失調が35％以

　　　トと旨われるジプチでは､子供が結核

　　になるケースも多い。

　　　　さらには､結核患者は治療により症

　　状がよくなっても､数ケ月に渡り毎日

　　薬を飲み続ける必要がある｡完治する

　　前に薬を止めてしまうと､再発の治療

　　は非常に難しいからだ。ところが、症

　　状がよくなると、元気になったから薬
fs｀は安らないと思い込んでしまうのだろ

　　う。医師や看護師、健康普及員の指示

　　に耳をかさなくなってしまう患者も多

　　いという。

　　　　ポール・フォール病院について

AMDAジプチ　吉田　美希

（国立ペルティエ病院の一●si、．

般診療は3000ジブチフラ勁r讐9虻電l。

ン＝約1900円）や医薬品　ニド犬　．．：．！

代等がかるため、収入の

少ない人々が受けられる

医療は眼られている。

　それに比ベポール・フii謳SI

オールの患者は恵まれてレよダ

おり、入院患者には診察

と薬が無料で提供される。　　‥｡

さらに、World Food Pro- ダフ

gramからの食料支援によ　レ

り、IFTIN(現地のNGO)

が１日３食調理し、入院患

者に配給している。

　そのため、ポール・フォール結核病

院には、ジプチ国内だけでなく、周辺

国からも多くの患者がやってくる｡再

発患者やエイズ患者が多く、裕福な人

を見るのは稀である。

　ところが、こんなに恵まれた環境で

ありながら､治療の途中で病院を逃げ

出す人も多くいたらしい｡主な原因は

病院内の不衛生によるもの。

　ＡＭＤＡの事業開始前は病院の敷地

内に､院内のトイレから流れ出た下水

を貯める糞尿タンクがあり、恐ろしい

ほどの悪臭がただよっていたのである。

　　下水溝改修

(第１期、2002年)

　紅海に沿い､標高数メートルに位置

するジプチでは､海面との差が少ない

ため、ﾄﾞ水処理に困る。外部へ流れる

構造を造り出すため､試行錯誤を重ね

た後、ﾌﾟ｀ロジェクトは無事終了した。

ジプチ市内の国立病院では､診察費　　下水管整備と同時に糞尿タンクを取除

き、院内の汚臭を取除くこ

とができた。

　衛生環境改善事業

(第２期、2003～4年)

　第2期工事では、1期に続

き水道関連の工事を中心に

修復を行い、病院内の衛生

環境の向上を目的とした。

　主な工事内容は、次の通

りである。

万駄レ讐

○給配水に必要な電気配線

○院内の配管

○トイレの修復と新設

○雨水用排水溝の新設

　後半はトイレ、シャワー、洗濯場の

使い方を患者に教え､習慣を浸透させ

ることを目的とした｡国立病院のトイ

レを観察しても､患者が石やビニール

袋､プラスチックの入れ物を下水に流

してしまい､下水が噴き出す事件がい

つも起こっている。

　ジプチ市内や周辺国の都市部では、

トイレが一般的に使われているもの

の､農村地域や遊牧民は野外で自由に

する傾向がある。シャワーも外で頭か

ら水をかぶるくらいである｡下水管の

整った都市部では、トイレとシャワー

は一緒の部屋にあったとしても、下水

処理は異なるため、ポール・フォール

ではそれぞれの役割、使い方、しくみ

に加え、衛生管理と健康をテーマに、

病院スタッフや患者に情報提供をして

きた。

　また、院内を患者とその家族、病院

関係者のコミュニティーと位置付け、

｢施設管理は病院まかせ｣ではなく、患

者とその家族の役割や責任も明確にす

るよう努めてきた。

　ポール･フォールの患者は短くても

数週間､長い人は半年以上もこの病院

に入院する｡みんなが少しでも快適な

生活ができ､治療に専念できるよう環

境を整え､病院の不衛生等から患者が

逃げ出し感染が広がることのないよう

貢献できればと思う。
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ジブチ報告

　　　　次から次ヘ

ポール・フォール　ハプニング編

　　　　前半、業者との闘い

　去年７月のある日､AMDAジプチで

専門家として働いている建築家のシル

バンが､ずかずかとオフィスに入って

きた。よく見るとメガネが半分ずり落

ちている。私が「どうしたの？」と聞

く間もなく、「昨日、ポール･フォール

でケンカした、このメガネ、見てく

れ！」と、まだかなり興奮した様子で、

部屋の空気は緊張に包まれた。

　少しずつ話を聞いていくと、契約で

アスファルトと指定している部分にコ

ンクリートを使ったため、シルバンは

工事をやり直すよう説明した。それに

腹を立てた作業員が、殴り　。………

かかってきたという。　　　　fj……=　……

　これ以上の混乱を避ける　ニ　ノ

ため、急濾専門家の病院立レ｡

ち入りを禁止した。

　そして同時に工事会社の

責任者に電話を掛け、昨日

何か起こったのか聞いたと

ころ、シルバンが作業員を

突き飛ばし、殴り合いにな

ったという。

　確かにシルバンは身体も

声も大きいため、怒ってな

くても圧迫感を感じ一歩引

いてしまうこともある。　き

っとちよっとした動作が引

き金になったのだろう。

　そして今回は､警察にいる知合いを

通じて我々を呼び出し､契約卜の支払

い日よりも前に、どうにかお金をもら

えないかと企んだ。

　契約上､工事期間は2ヶ月で､第1回

の支払いは工事前に総工事費の20％。

2回目は工事開始から１ケJ･1後､終わっ

たところまでを算出することになって

いる｡そして､工事が終わった段階で、

最終の精算をすることになっていた。

この事件が起こったのは､工事開始か

ら１ヶ月半くらいたった時のことだっ

た。

　契約書を持って警察に説明しても、

｢ＡＭＤＡはお金があるのに、どうして

支払わないのか｣、｢支払いをしないな

　　'　　　　　　　　・　　　　　　'『

･･････｡　　　　･｡｡ﾄﾞ　　……､･　り〉ヮｻﾄﾞﾌ暦J

　　　'゛･･､｡づご…………仁仁犬:ﾚ:　　ら１

　アスファルトや警察の事件が発生す

る前から、l:事会社からサプレッサー

（ポンプ）を輸入するのに時間がかが

るため､工事期間を延長してほしいと

討われていた｡病院で使うような大き

な容量のサプレッサーを扱っている店

はジプチになく、ドバイやヨーロッパ

に発注しなくてはならない｡会社に確

認したところ、既に発注もしていて、

工事の終了予定日の1週間か10日後に

は空輸で届くと言う。やむを得ず2週

間の工事の延長を認めた。

　が、しかし。

　サプレッサーの到着が遅れれば､水

の供給も遅れる。これまで入院棟には

全く水がない状態が何年も続いていた

ため､特に大きな影響はないと考えて

いたが､患者からは､「水が出ないうち

に全てのトイレを壊したら､使えるト　ー

イレがなくて困る」という意見が殺到　申

した。

　 　 ■ ● ● ● - j

・ ■ 　 ● ･ | ･ ･ ■ ■ j i i 』 ･

　 S ･ j ･ ･ j ･ ● ･ j ･ 』 ･ ･ ● ･

　もっともである。

　院内のトイレは80%以上が

詰って使えない状態で、多く

の男性は外で排漬していたも

のの、女性はこの汚いトイレ
尚子､､1､蒜丿扁7ぷに7気品;
F

/J　4　る｡そのため､本来ならば同
＼ﾚﾌ昌鈴江‰昌江

左からニマ(プロジェクトマネージャー)、筆者､ハッサン(ポール･

フォール管理者)、ネイマ(プロジェクトアシスタント)

　両者の感情が冷めるのを待ち､今後

現場での暴力は絶対に許さないことを

明確にし、数日後工事は再開した。

×　　×　　×

　そして、しばらく経ってから、今度

は警察から突然呼び出しがあった｡電

話では内容を言えないが､署まで出頭

してほしいと。

　ちょうどその前日、シルバンがオフ

ィスにやってきて､やはり警察から呼

び出されたという話をしていたため、

おおよその内容は想像がついた。

　結局は、こういうことである。

　この間ケンカになった作業員は責任

者Ａ氏の弟である。Ａ氏はお金に困っ

ていたため､工事を安くあげようとコ

ンクリートを使ったのだろう。

10　AMDA.loum�2004.4

ら、シルバンの奥さん（エチオピア人）

を違法滞在で逮捕する」などと訳の分

からないケチをつけられ､我々も打つ

和こ困った。

　そこで､保健吉の担当官に相談した

ところ、ＵＧＰ（プロジェクト管理ユニ

ット）ディレクターのアリ・シライ氏

が直接警察に連絡し､怒鳴りつけたら

しい｡その後警察からの嫌がらせはな

くなり、私を含めスタッフも、これで

一件落着だと思った。

×　　×　　×

　…少なくとも、その時は、みんなが

そう思った。

　しかし、この工事会社との「闘い」

は、まだ始まったぱかりだったのだ。

。
ぞ
慨
露
１
１
１
１
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方法がなくなってしまった。

　幸い、予定通り待望のサプ

レッサーが届き、その数日後

には設置が完了した。

　ところが、その会社が持っ

てきたサプッレサーは、見か

けは大きいがパワーが弱い。

またも契約違反である。で

も、それに気付いたのは､既に設置が

終わってからだった。その上､機能は

しているものの､電気配線も適当なこ

とが容易に分かった。

　しかし、このような状態でも、会社

側は既に工事を全て終了したと報告。

支払を請求してきた。

　さすがに今回の事件には､保健省の

担当者も腹を立てた｡そしてこれまで

の出来事が保健大臣の耳にも入り、私

は事実確認のため､大臣からも呼び出

されたのだ。結果として､ＡＭＤＡは保

健省の後押しを得て､契約を打ち切る

ことになったのだが…。

　そう簡単にはいかない。

　契約にある項目１つ１つを、シルバ

ンと水道管/電気配線の専門家が点検

し、その資料に基づき、私はＡ責任者

「



一

と何度も協議を重ねた。だが、これだ

けの証拠を持っても、工事会社は「エ

事は全て終了した」と言い張る。私が

話せば話すほど､頑固になっていくよ

うにも見えた。

　「これ以上話しても意味がない」と

感じた私は、保健省のアリ・シライ氏

に交渉の全てを任せることを決めた。

今後サプレッサーの設置修復にかかる

金額等も考慮し、この会社に支払える

最高金額以内で交渉を進める方向で作

戦を練った。

　同時に、これまでの工事会社の態度

から、この金額での交渉が決裂した場

合、保健省は提訴する方向だが、

ＡＭＤＡとしても覚悟があるかと聞か

れた。もちろん、できるだけ避けたい

が､サプレッサーエ事が完成しない限

り、病院の不衛生は解消されない。

　ジプチの場合､このようなケースを

法廷で裁判するには､軽く10年くらい

かかってしまう。保健省いわく、裁判

になったとしても証拠収集は直に済ま

せ､工事は再開できるよう大臣が法務

省に連絡してくるという。

　アリ・シライ氏が交渉に臨む前に、

私は１つの大きな決断を求められた。

　もし工事会社が我々の提示顕で納得

しなかった場合、

１）工事会社への支払額を上げ、サプ

ッレッサーがきちんと機能しない形で

プロジェクトを終える。

もしくは、

２）保健省の提訴に同意する。

　　　どちらも考えたくない結末である
一　

が､交渉する上で保健省がAMDAの方

　　針を知りたいのは当然である。

　　私は２）を選択した。

　　　それから1週間以七、保健省と工事

　　会社の交渉が続いた。私はその間、毎

　　日はらはらしながら連絡を待った。

　　　交渉は大成功。

　　　アリ・シライ氏によると、ＡＭＤＡの

　　提示額で和解しない場合には､保健省

　　がこの会社を提訴し､支払は10年後に

　　なるという旨葉が効果的だったとい

　　う。急いで契約破棄の同意書に関係者

　　の署名を取り付け、縁を切った。

　　　そしてその後､工事はなんとか順調

　　に進み､水の供給、トイレや洗い場の工

　　事等が全て終ｒしたのは､12月だった。

　　　　　　後半、患者との闘い

関係者や患者の衛生

に関する意識を向上

させるため、ワーク

ショップを開催し

た。

　ワークショップの

主な目的は、不衛生

が身体に及ぼす害に

ついて知り、トイレ

をきれいに使っても

らうことである。

　何回ものワークシ

ョップを通じ、患者

はトイレの峨要性を

理解したように見受

けられ､使い方も自分達で説明できる

ほどになった。トイレに流していいも

の､いけないものの判別もつくように

なり、講義は問題なく進んでいった。

　ところが、工事が終了し、洗濯場や

トイレ、シャワールームが使えるよう

になると､数週間のうちに悪夢が始ま

った。

　いくつかの例を紹介しよう。

○シャワールームは糞がいっぱいにな

って詰まり、使えない。

○トイレを流すためのノブが壊され、

水が流れない。

○洗濯場の蛇口は、４ケ所全てが壊さ

れ、水が流れっぱなしになる。

○ビニール袋やプラスチックをトイレ

の下水に流し、配管が詰ってしまう。

○トイレの床は水浸しで､蚊や蝿が絶

えない。

○温気は壊され、部品は盗まれる。

　涙が出そうになった。

　みんなちゃんと理解したと思ってい

たのに…。

　他の国立病院には､掃除する人が何

人もいるが、ポール・フォールにその

ような予算は配分されていない｡病院

スタッフや患者が責任を持って管理し

なくては、今回修復してきた施設も、

すぐにダメになってしまう。

　この状態ではいくら説明しても､彼

らの習慣を変えることは無理だと行き

詰まっていた時､嬉しいことに、これ

まであまり積極的でなかった病院の管

理者ハッサン氏が､やる気いっぱいで

我々をサポートしてくれるようになっ

た。

　もしワークショップでダメならば、

実際に患者に管理をさせながら少しず

つ改善していこう、と提案してくれた

工事終了が近づいた11月から､病院　　のもハッサン氏である。病院大家族作

戦を開始した。

　家のトイレは家族の誰かが掃除する

のと同様、まず第一に、各病棟のトイ

レとそこを使う「家族（部屋）」を区分

けした。そして、各「家族」から、毎

日２人（患者もしくはその家族）が掃

除を担当することとなった｡ハッサン

自身も院内の管理状況を見回り、掃除

をしていないトイレについては､その

日の責任者にどうして掃除をしないか

話をする。

　大黒柱のハッサンや我々のスタッフ

がこまめに見回り、状況はだいぶ改善

されてきた。患者も［きれいなトイレ

を便うのは気持ちがいい］と感じ始め

たのか､シャワーをトイレとして便わ

ない､排便後は水を流すなどの変化も

見られるようになってきた。

　また､患者が施設を大切にしなかっ

たために壊れた部品は直に交換しない

方針をとった。「壊れたらAMDAが直

してくれる」「乱暴に便っても大丈夫」

と思わせないためである｡壊れた部分

については､我々スタッフがどうして

壊れてしまったのか､何か原因なのか

を開いて回っていたことも影響したの

か､最近では修理の件数も減ってきて

いる。

×　　×　　×

　プロジェクト期間中､確かにいろい

ろなハプニングがありましたが、

ＡＭＤＡジプチをいつも支え､助けてく

ださった外務省、大使館をはじめ、ジ

プチ保健省や病院関係者に感謝申し上

げます。

　そして、この病院で１人でも多くの

人が衛生環境を意識する習慣を身に付

け､退院後も健康管理を継続していく

ことを願っています。

/1/附)jんr,7a/ 2θ㈲.4　11
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ポール･フォール結核病院修復工事（要約）

　　　　　シェヘン・ハッサン

ｉ　ポール･フォール結核病院の衛生環境を改善するた

Ｉめ、2002年、ﾄﾞ水の配管を整備する第1期修復工事が

にji現された。そして、2003年6月には、下記の内容に

Ｉより第２期工事が開始された。

ＩＯ飲むこともできる安全な水の供給

に⊃本棟､入院棟を含む全ての建物のトイレ、シャワー

Ｉ　など水まわりの修復、新設工事

Ｉ　その他､ADMAは病院スタッフや入院患者に対し、
l衛生環境に関するワークショップやキャンペーンも開

Ｉ催してきた。

Ｉ　これまで長い間水がなかった病院内の建物全体に水

Ｉが届くようになったことは、第2期工事の１番の成果
ｌといえる。これは、保健省にとっても、病院を使う人

｜々にとっても嬉しい知らせである。ホーマッド・アリ

げ完長もこの成果を喜び、ＡＭＤＡと外務省に感謝して

１いる。

Ｉ　また､保健省は新しくできた施設をきれいに使うた

j4)､利用者やスタッフにも意識向[こを呼びかけている。

１
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ジブチの新聞「ラ・ナション」より転載

｢なぜ医師たちは行くのか?｣

一国際医療ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞｰ

　　なぜ医師たちは

　　　行くのか?

　　皿
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　　酌
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　発行　羊土社　　定価2200円＋税

人の命に国境はない！

医師として、

看護師として。

また友として、

世界各地で医療協力に尽力する

医療従事者たちの体験談を中心に、

国際医療ボランティアの

魅力と実態を紹介。

AMDA菅波茂代表、三宅和久派遣医師

も執筆。国際医療ボランティアを志す

人必見の実践的ガイドブックです。

12　A肘Dｿﾛ∂MΓμ�2θθ4.4

―
－

｜

Ｉ係により、プロジェクトは成功に終わった。しかし、

ﾄﾞt物は老朽化による雨漏りや､網戸は破損などの問題

Ｉをいまだ抱え､マラリアなども発生している｡是非この

Ｉ協力関係を続け、３期の工事に続くことを願っている。

　　　　｢医療和平｣

一多国籍医師団アムダの人道支援･

　　四

医療和半

゛/懸想恐昌遊tzl

菅波　茂　著　　定価1,575円

出版元　集英社

2002年５月２日発行

ISBN4-08-78　1262-6　P1500E

Ｉ
１
－

１

¶

｜

｜

｜

｜

１

１

　21世紀を生きる子ども遠の命を教いた

いＩＡＭＤＡは北部同盟とタリバンの保健

担当者を岡山に招聘｡ AMDAのアフガニ

スタン国内医療和平構想に両者は快諾し

協力を約束してくれたが…教える命があ

ればどこへでも行くAMDAの緊急救援活

動と危機管理

225頁

　　　(/y/

｢AMDA緊急救援出勤せよ！｣

　一緊急救援10年の軌跡－

｜

｜

｜
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¶

１
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１

１

１

１

１

１

１

１

　　三宅和久　著　　定価1､470円

　　出版元　吉備人出版

　　2003年２月14日発行

　　ISBN4-86069-027-3　C0095

　国境を越えた緊急医療活動で世界的

に知られるまでになった国連ＮＧＯ・

ＡＭＤＡ。１０年間に15回以上の緊急救

援活動に参加した三宅和久医師が､現

場で直面し、感じた人道援助の実際。

1冊購入につき100円がＡＭＤＡに寄付

されます。

235頁

「

「
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ミャンマー

　AMDAジャーナル３月リでお知らせしました、産経新聞

社「明美ちゃん基金」の適用を受け、２月２日の来日後入

院し、心臓病（憎帽弁閉鎖不全症）手術を受けたミャンマ

ーの少女、ヤダナウーちゃんの術後のようすを紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記卦17ページ）

ロヤダナウー（Yadanar　Oo）ちゃん

　ミャンマー連邦・ピョウアイ村在住（ミャンマー中部・

　メッテイーラ近郊）

　農業・ウインミャイさん（36歳）の長女。 1994年６月６

　日生まれ　９歳

　祖母、両親、兄、弟２人の７人家族

　【憎帽弁閉鎖不全症】心臓の弁の一つの憎帽弁が変形し

完全に閉鎖しないため、血液が心臓内で逆流する。放置す

れば心臓が肥大し収縮力が失われる。

■２月12日

　手術が無事成功しました！

　ヤダナウーちゃん（9歳）の心臓病（憎帽弁閉鎖不全症）

外科手術が、岡山大学医学部・歯学部附属病院にて無事成

功裡に終了しました。

　執刀は、11t界有数の心臓病手術成功率を訪る佐野俊二・

岡山大学大学院医歯学総合研究科教授で、およそ３時間に

およびました。手術は、憎帽弁を温存し、弁や周囲の形を

整える「弁形成術」。当初の予定より早く退院でき、おそ

らく退院時には心臓は通常の大きさに戻っているのではな

いかということです。［女の子だけに、傷口が目立たない

ように配慮した］と佐野教授。

　手術室から出てきた佐野教授に対し､父親のウインミャ

イさんは無言で胸の前で両手を合わせ、頭をﾄﾞげました。

ミャンマーでは両手を合わせる相手は尊敬を集めている僧

侶だけであり、最大限の感謝の表現でした。父親のウイン

ミャイさんは「手術が成功して本当に嬉しい、佐野教授や

日本の皆様に感謝したい｡世界中で今自分が一番幸せだと

思う。日本で受けた親切は全て祖国で伝えたい｡何と言って

良いかわからないくらい嬉しい」と興奮気味に話しました。

■２月19日

　心臓手術後1週間が経過しましたが、ヤダナウーちゃん

は徐々に体調が回復し､元気な姿を見せてくれるようにな

りました。

　　今一番食べたいものは？と聞くと［水が飲みたい］と

のこと。手術後水の摂取量が制限されているからです。体

で痛みを感じるところはなくなり､付き添いのお父さんも

とても喜んでいました。しかしまだ微熱はあり、今後の体

調管理は怠れません｡聴診器を持った熊のぷーさんのぬい

ぐるみを「ドクターサノ」と呼んでいるヤダナウーちゃん

は佐野教授を心から信頼している様子です。

■２月26日

　ヤダナウーちゃんの体調が順調に回復し､本日無事退院

いたしました。

　退院後行った記者会見では､佐野俊二教授よりヤダナウ

ーちゃんの病状説明と手術についての説明が行われ､ヤダ

ナウーちゃんとヤダナウーちゃんの父親は［手術が成功し

て本当に嬉しい］と答えました。ヤダナウーちゃんは、ミ

ャンマーに帰ってまず一番にしたいことは？　の質問に対

して「早く勉強がしたい」､大きくなったら何になりたい？

の質問には「看護帥になりたい。佐野教授のもとで勉強し

たい｡」と答えました。来日前には「将来は農業をしたい」

と言っていたヤダナウーちゃん、夢が膨らみます。

　最後に佐野俊二教授から花束を手渡されると､感極まり

大粒の涙が。「アリガトウゴザイマシタ」と日本語で佐野

教授にお礼を述べました。ヤダナウーちゃんは、岡山大学

附属病院での入院生活で､佐野俊二教授や看護師さんにと

ても親切にしていただいたこと、またAMDAミャンマー

派遣看護師の菅谷純子看画師に付き添ってもらい､お母さ

んのように看護していただいたことから、「退院したくな

い」ともらしていました。

　佐野俊万教授には､菅波理事長より感謝状を贈呈しまし

た。佐野教授は、岡山、広島、香川の３件で地域社会の発

展に貢献した個人･団体の功績をたたえる第62回山陽新聞

賞（学術功労）を受賞されています。

■３月11日

　ヤダナウーちゃんは岡山大学附属病院で再検査を受け、

異常がないことが確認され、ミャンマーヘ帰国しました。

今後AMDAではサポートを続けていきます。
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ヤダナウーちゃんへの励ましのお手紙やプレゼントが届きましたので、一部紹介します

　２月27日､AMDAボランティア中山翼君がヤダナウー

ちゃんのお見舞いにかけつけてくれました。

　バルーンアーティストとして修行中の中山君は､風船

をいろいろな形に創作し､ヤダナウーちゃんとヤダナウ

ーちゃんのお父さんを喜ばせてくれました｡中山君から

ヤダナウーちゃんのお父さんにバルーンアーティスト道

具がプレゼントされると、「ミャンマーでお祭りがある

ときに使いたい」と話し、喜んで受け淑りました。

岡山市内　主婦の方からのお手紙より

ヤダナウーちゃんへ

　心臓の手術に耐え、退院、ほんとうにおめでとうござい

ます｡26目、テレビでそのよろこびの様子を見、あなたが、

佐野先生や看護帥さんやあたたかく予をさしのべてドさっ

た方々に心から感謝している姿に感動しました。「佐野先

生の所に勉強しにきたいですＵという所で、私も涙を流

しました。（中略）しっかり勉強して、きっと佐野先生の

所で再び勉強して下さいね。体を大切にしてください。

帰国を前にAMDA事務局を訪れたヤダナウーちゃん。（前列中央）

AMDA事務局ボランティアのみなさんも集まって退院祝いを行いました。

「

『

゛▼●｀　。

スリランカ支援の募金活動

● ● ● ■ ●

　３月７日、岡山市表町の天満尾岡山店前において、ＡＭＤＡ

高校生会がＡＭＤＡプロジェクト支援募金を行いました。

　2003年度高校生会はスリランカの医療和平（巡回診療）プ

ロジェクトを支援しており、昨年８月、スタディツアーでス

リランカに行き、AMDAの巡回診療を見学し、現地の子ども

だちと接した際の写真も紹介しながら、「スリランカ国内紛

争の犠牲となり、満足な医療サービスも受けられないだけで

なく、衛生環境が整わず、毎日の歯磨きもままならない子ど

もたちの実情」を訴えました。

　ＡＭＤＡ高校生会の募金活動にご協力下さった多くの皆さま

に紙面をお借りして、改めて御礼中し上げます。有難うござ

いました。

　収益金は、歯ブラシやFirst Aid Kit（救急箱セット）の購

入に充てます。

■ ● ■ ● ● ・ ● ・ ● ● ●

　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ高校生会　新メンバー募集中

　2004年度の高校生会新メンバーを募集しています｡今年度は､引き続きAMDAのスリランカ医療和平プロジ

ェクトを支援していきます。

　１年間の活動には、様々な方面から国際協力活動を考える勉強会「国際理解交流会」や、活動の中心となる

スリランカのプロジェクトの勉強会、さらには活動を紹介する目的でのラジオ出演や他団体イベントヘの参加

等があります。また、支援活動としてのスリーマーケットや募金活動も行なっています。会費等は無料です。

　詳しくは高校生食のホームページをご覧下さい。

　　　ホームページ　http://www.amda.or.jp/highschool/　　E-メールteens＠amda.or.jp

　　　電話　086-284一7730（担当：難波）

　　　　　新１・２年生の皆さん、ＡＭＤＡ高校生会で国際協力活動しませんか？

14　zUが)ソロ∂Mr月a/ 2θθ4.4



ﾚ]晰栄二
2oo4年第46回春の洋蘭展

＊咲かせよう美しい花･みんなの夢－AM

　２月27目から29目の３日間、岡山県洋蘭協会

中国支部主催の洋蘭展利用催され、売上の一部;

してくださいました。

　サブタイトルにもありますように、蘭の原生地とAMDAのア

ジアでの活動地は同じ国が多く、「共に夢の花を咲かせましょう」

と、毎年ご支援くださっています。

　ＡＭＤＡスタッフも蘭展に参加し､活動写真展示や､蘭協会から

頂いた鉢植えの蘭やAMDAグッズの販売を行いました。

7緊米･４ここサj1ぶμ一=･･一『響
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）匹　。｡･劃一11一Ｊ

　　　．　　　　．!一･lj.゜.･･‥.　･･=｀･･ ･一'･

√ﾔﾚ

ﾙ

…

…

:

ﾐLj

1ﾔ

?

4

全日信販　ＡＭＤＡカードご利用者によるご寄附

　全日信販株式会社のＡＭＤＡカード

は、利用者の皆さんのショッピングや

キャッシングとしてのご利用額の0.5％

を援助金(全額全日信販ご負担)として

AMDAにご寄附くがさるシステムとな

っています。現在AMDAカードのご利

用者は約１万８千人。

　こうした社会貢献型カードを発行し

てくださった全日信販では汀通常の業

務を通して国際貢献ができることに、

やりがいを感じている｣と話しておら

れます。

お問い合わせ

AJ AMDAデスク086-223-3111

ホームページ
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賓貳箆ごﾚみっぞﾚじて秦貫

明美ちゃん基金ヤダナウさんきょう帰国

i哩iｦ　　察lil］　刄Ｒ　　ａ-1

耳zl戎１６年（ZG04年）３月１１日　ﾌt頌蚕日
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明
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経
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岡
山
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院
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岡
山
市
）
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臓
手
術
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受
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ミ
ャ
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女
、
ヤ
ダ
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。
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　　左）ミャンマーに帰国するヤダナウー

-　　ちゃんとお父さん。岡山駅にて。
－

　　右）ミャンマーでのヤダナウーちゃん

　　　　（二列目右）。毎日元気に学校へ

　　　　通っている。



イラン南東部地震緊急救援活動

みなさんのちからを

　必要とする人たちがいます
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AMDA募金箱を置いていただける方はご達絡ください（TEL 086-284-7730）
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